
“キャリアアップ”と“つながる”ための情報です
気になる学会・研究会、セミナーなどに出かけよう！

I n f o r m a t i o n

参
加
者
・
受
講
者

募
集
中

※
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
3
月
25
日
時

点
の
も
の
で
す
。
最
新
の
情
報
は
主
催

元
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
０
２
６
年
度

髙
口
光
子
の
元
気
が
出
る

介
護
塾

開
催
日
　

２
０
２
６
年
5
月
〜

２
０
２
７
年
2
月（
全
10
回
）

講
師
　

髙
口
光
子（
元
気
が
出
る
介
護

研
究
所
）

受
講
方
法
　
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
　﹇
第
1
講
﹈２
０
２
６
年

5
月
27
日（
水
）
13
：
00
〜
16
：
30『
介

護
現
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
　

何
の
た
め
の
仕
事（
ケ
ア
）か
、
言
葉

で
共
有
で
き
て
い
ま
す
か
／
ど
う
し
て

私
た
ち
は
認
知
症
の
人
に
振
り
回
さ
れ

て
し
ま
う
の
か
／
出
勤
し
た
く
な
い
職

場

―
共
依
存
を
と
ら
え
よ
う
』、﹇
第

2
講
﹈２
０
２
６
年
6
月
24
日（
水
）

13
：
00
〜
16
：
30『
介
護
現
場
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
　
看
護
・
介
護
・
リ

ハ
・
栄
養
・
事
務
・
相
談
に
、
も
っ
と
伝

わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
上
司
・

部
下
・
同
僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
／
多
職
種
で
認
知
症
の
人
を
中
心
に

し
た
チ
ー
ム
ケ
ア
体
制
を
つ
く
る
』、

﹇
第
3
講
﹈２
０
２
６
年
7
月
29
日（
水
）

13
：
00
〜
16
：
30『
認
知
症
ケ
ア
を
見

直
そ
う
　
行
動
・
心
理
症
状（
問
題
行

動
）と
問
題
の
あ
る
ケ
ア
／
認
知
症
ケ

ア
が「
上
手
な
人
」と「
下
手
な
人
」と

の
違
い
を
考
え
る
／
介
護
は「
重
い
・

汚
い
・
わ
か
ら
な
い
」に
挑
む
』、﹇
第
4

講
﹈２
０
２
６
年
8
月
26
日（
水
）
13
：

00
〜
16
：
30『
不
適
切
ケ
ア
と
身
体
拘

束
廃
止
　
不
適
切
ケ
ア
の
実
際
を
職
場

で
共
有
す
る
／
認
知
症
の
人
へ
の
不
適

切
ケ
ア
が
注
意
で
き
る
か
ら
こ
そ
充
実

す
る
職
場
の
つ
く
り
方
』、﹇
第
5
講
﹈

２
０
２
６
年
9
月
25
日（
金
）13
：
00
〜

16
：
30『
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
身
体
拘

束
廃
止
　
つ
い
つ
い
や
っ
て
し
ま
う

「
不
適
切
ケ
ア
」を
考
え
る
―
身
体
拘

束
が
始
ま
る
と
き
／「
私
た
ち
は
縛
り

た
く
な
い
」と
意
思
を
持
つ
た
め
に
／

「
認
知
症
の
人
は
縛
ら
な
い
と
転
び
ま

す
よ
」に
本
気
で
向
き
合
う
』、﹇
第
6

講
﹈２
０
２
６
年
10
月
28
日（
水
）
13
：

00
〜
16
：
30『
施
設
・
チ
ー
ム
で
取
り

組
む
虐
待
防
止
　
私
た
ち
に「
介
護
ス

ト
レ
ス
」が
発
生
す
る
構
図
を
知
る
／

虐
待
が
発
生
し
た
時
ま
ず
や
る
べ
き
こ

と
／
そ
の
認
知
症
の
人
の
ケ
ア
が
虐
待

に
な
っ
て
い
な
い
か
振
り
返
ろ
う
』、

﹇
第
7
講
﹈２
０
２
６
年
11
月
25
日（
水
）

13
：
00
〜
16
：
30『
家
族
か
ら
の
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
ど
う
す
る
　

ク
レ
ー
ム
・
苦
情
を
ト
ラ
ブ
ル
に
し
な

い
／
カ
ス
ハ
ラ
と
は
何
か（
厚
生
労
働

省
：
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
）／
具
体
事
例
紹
介

（
動
画
）』、﹇
第
8
講
﹈２
０
２
６
年
12
月

23
日（
水
）
13
：
00
〜
16
：
30『
生
活
支

援
の
場
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
　
生
活
支

援
の
場
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
仕
組
み

づ
く
り
／
多
職
種
連
携
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
／
自
分
の
意
思
を
伝
え
き
れ

な
い
認
知
症
の
人
の
望
ま
れ
る
最
期
を

考
え
る
』、﹇
第
9
講
﹈２
０
２
７
年
1
月

13
日（
水
）13
：
00
〜
16
：
30『「
人
手
不

足
」に
ど
う
取
り
組
む
か
　
足
り
な
い

の
は
人
材
で
す
か
？
　
人
数
で
す
か
？

／
認
知
症
の
人
か
ら
学
び
、
成
長
す
る

チ
ー
ム
と
環
境
づ
く
り
／
悪
い
職
員
の

見
極
め
と
指
導
法（
見
切
り
・
決
断
・

タ
イ
ミ
ン
グ
）』、﹇
第
10
講
﹈２
０
２
７

年
2
月
10
日（
水
）13
：
00
〜
16
：
30『
新

人
の
育
て
方
と
チ
ー
ム
づ
く
り
　「
何

人
雇
っ
て
も
辞
め
て
い
く
」そ
の
原
因

は
？
／
認
知
症
ケ
ア
を
苦
手
に
し
な
い

新
人
育
成
／
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
の

導
入

―
指
導
・
評
価
ま
で
』

受
講
料
　

各
回
６
０
０
０
円
、
全
10
回

前
納
一
括
払
い：
5
万
７
０
０
０
円（
ブ

リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
読
者
：
5
万
５
０
０
０

円
）、
団
体
で
の
お
申
込
：
1
施
設

15
万
円
、
1
法
人
30
万
円

対
象
　
介
護
現
場
に
関
わ
る
専
門
職

申
込
方
法
　

有
限
会
社
七
七
舎
　
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り

申
込
締
切
　
各
開
催
日
2
週
間
前
ま
で

問
有
限
会
社
七
七
舎

〒
１
７
１
‐
０
０
２
１

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
5
丁
目
26
‐
15

久
保
田
ビ
ル
2
Ｆ

☎
０
３
‐
５
９
８
６
‐
１
７
７
７

w
eb@

nanasha.co.jp

h
ttp

://n
an

ash
a.n

et/sem
in

ar/

index_t04.htm
l

第
18
回

日
本
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア

超
音
波
学
会
学
術
集
会

日
時
　
２
０
２
６
年
5
月
30
日（
土
）〜

31
日（
日
）

会
場
　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京

都
千
代
田
区
）

テ
ー
マ
　

疾
患
を
肌
で
感
じ
る
超
音
波

検
査

参
加
申
込
　

左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
参

加
申
込
よ
り
申
し
込
み

参
加
費
　﹇
日
本
超
音
波
学
会（
J
S
U

M
）の
会
員
﹈事
前
登
録
：
正
会
員
・
シ

ニ
ア
会
員
2
万
円
、
準
会
員
1
万 

５
０
０
０
円
　
通
常
登
録
：
正
会
員
・

シ
ニ
ア
会
員
2
万
３
０
０
０
円
、
準
会

員
1
万
８
０
０
０
円
、
※
正
会
員（
初

期
研
修
医
）・
学
生
会
員
・
名
誉
会
員
・

功
労
会
員
は
無
料
。﹇
非
会
員
﹈事
前
登

録
：
医
師
・
工
学
系
・
企
業
関
係
者

2
万
３
０
０
０
円
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
1
万
８
０
０
０
円
、
初
期
臨
床

研
修
医
・
大
学
院
生
７
０
０
０
円
　
通

常
登
録
：
医
師
・
工
学
系
・
企
業
関
係

者
2
万
６
０
０
０
円
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
2
万
１
０
０
０
円
、
初
期
臨
床

研
修
医
・
大
学
院
生
1
万
円
、
※
学
部

学
生
は
無
料
。

問
株
式
会
社
勁
草
書
房
　
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
内

〒
１
１
２
‐
０
０
０
５
東
京
都
文
京
区

水
道
２
‐
１
‐
１

☎
０
３
‐
３
８
１
４
‐
７
１
１
２
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０
３
‐
３
８
１
４
‐
６
９
０
４

jpocus18@
aslead.jp

https://lycoris.info/jpocus18/
第
27
回
日
本
認
知
症
ケ
ア

学
会
大
会

日
時
　
２
０
２
６
年
6
月
6
日（
土
）〜

6
月
7
日（
日
）

会
場
　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京

都
千
代
田
区
）

テ
ー
マ
　

み
ん
な
の
認
知
症
ケ
ア

―

生
命
の
誕
生
か
ら
終
焉
ま
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

大
会
長
講
演「
認
知
症

ケ
ア
と
生
涯
発
達
」長
田
久
雄（
桜
美

林
大
学
）／
特
別
講
演
01「
認
知
症
基

本
法
を
知
る
」粟
田
主
一（
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
）／
特

別
講
演
02「
認
知
症
ケ
ア
の
新
た
な
る

地
平
」中
島
紀
惠
子（
北
海
道
医
療
大

学
）／
特
別
講
演
03「
地
域
高
齢
住
民

に
お
け
る
認
知
症
有
病
率
の
時
代
的
推

移；

久
山
町
研
究
の
知
見
を
中
心
に
」

二
宮
利
治（
九
州
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
分
野
）／
特

別
講
演
04「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・

ケ
ア
に
つ
い
て
」水
野
裕（
生
生
会
ま

つ
か
げ
シ
ニ
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
）／
特
別
講
演
05

「
支
え
る
側
が
支
え
ら
れ
る
と
き；

認

知
症
の
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」藤

川
幸
之
助（
詩
人
）／
特
別
講
演
06「
認

知
症
ケ
ア
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
」森
武
俊（
東
京

理
科
大
学
先
進
工
学
部
）／
特
別
講
演

07「
絵
本
を
用
い
た
回
想
法
に
よ
る
認

知
機
能
低
下
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」安
村
誠
司（
福
島
県
立
医
科

大
学
放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1「
認
知
症

の
人
の『
食
べ
る
』を
聴
く
・
支
え
る；

多
職
種
で
考
え
る〝
お
い
し
い
〞ケ
ア
」

山
本
徹（
帝
京
平
成
大
学
健
康
メ
デ
ィ

カ
ル
学
部
）、
森
下
久
美（
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
仙
台
セ
ン
タ
ー
）、
髙

尾
千
香
子（
八
王
子
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
館
）、
枝
広
あ
や
子（
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
）

／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2「
多
様
性
が
つ
く

る
認
知
症
ケ
ア；

外
国
人
介
護
職
・
地

域
・
世
代
を
つ
な
ぐ
実
践
と
展
望
」室

田
純（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
く
れ
は
陽
光

苑
）、
井
戸
和
宏（
Ｉ
Ｄ
Ｏ
）テ
ィ
テ
ィ
・

ヌ
ル（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ
）

／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
3「
超
高
齢
社
会
に

お
け
る
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
」

会
田
薫
子（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
）、
石
原
哲
郎（
脳
と
心

の
石
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
桑
田
美
代
子

（
青
梅
慶
友
病
院
）、
武
田
幸（
有
限
会

社
ラ
イ
フ
ア
ー
ト
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

4「
当
事
者
の
視
点
か
ら
認
知
症
の
理

解
を
考
え
る
」熊
谷
晋
一
郎（
東
京
大

学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）、

藤
田
和
子（
日
本
認
知
症
本
人
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
）、
山
中
し
の
ぶ（
日

本
認
知
症
本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
）、
大
石
智（
北
里
大
学
北
里
研
究

所
病
院
）／
教
育
講
演
01「
新
し
い
認

知
症
観；

空
白
の
期
間
解
消
に
む
け
た

診
断
後
支
援
」岡
村
毅（
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
）／
教
育

講
演
02「『
恍
惚
の
人
』を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
れ
ば
良
か
っ
た
の
か；

作
者

の
意
図
と
時
代
背
景
か
ら
考
え
る
」山

本
栄
美
子（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
）／
教
育
講
演
03「
意
思

決
定
支
援
に
お
け
る「
ジ
レ
ン
マ
」を

ど
う
捉
え
る
か；

Ｓ
Ｓ
Ｒ
要
因
分
析
と

多
層
的
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
」金
圓
景

（
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
）／
教
育
講

演
04「
事
例
に
基
づ
い
た
認
知
症
の
あ

る
人
の
社
会
保
障
制
度
活
用；

病
期
別

の
事
例
で
学
ぶ
経
済
問
題
へ
の
支
援
」

竹
本
与
志
人（
岡
山
県
立
大
学
保
健
福

祉
学
部
）／
教
育
講
演
05「
高
齢
受
刑

者
の
実
態；

男
性
高
齢
受
刑
者
の
認
知

機
能
を
含
む
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
る

こ
と
」川
西
智
也（
国
立
大
学
法
人
鳴

門
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究

科
）／
教
育
講
演
06「
今
あ
ら
た
め
て

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
あ
り

方
を
考
え
る
」中
西
亜
紀（
大
阪
公
立

大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
）／
教

育
講
演
07「
生
活
障
害
や
残
存
能
力
の

解
像
度
を
高
め
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
ケ
ア
に
活
か
す
」田
平
隆
行（
鹿
児

島
大
学
医
学
部
保
健
学
科
）／
教
育
講

演
08「
高
齢
で
も
認
知
症
で
も
働
く
こ

と
を
あ
き
ら
め
な
い
」小
川
敬
之（
京

都
橘
大
学
健
康
科
学
部
）、
森
下
久
美

（
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
仙
台
セ
ン

タ
ー
）／
教
育
講
演
09「
脳
科
学
×
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
の
認
知
症
ケ
ア；

新
し
い
認

知
症
観
に
お
け
る
ケ
ア
を
考
え
る
」荒

井
浩
道（
駒
澤
大
学
文
学
部
）、
恩
蔵

絢
子（
東
京
大
学
大
学
院
・
特
任
研
究

員
）／
教
育
講
演
10「
お
ひ
と
り
様
の

認
知
症
ケ
ア
」石
原
哲
郎（
脳
と
心
の

石
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
）／
教
育
講
演
11「
認

知
症
と
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」成
本
迅（
京

都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
）／
ほ
か
企
画
多
数

参
加
申
込
　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト（https://

n
in

c
h

isyo
u

c
a

re
.c

o
m

/ta
ik

a
i/ 

27kai/par.htm
l

）よ
り
申
込

参
加
費
　
﹇
事
前
参
加
﹈会
員
８
０
０
０

円
、
非
会
員
1
万
円
、﹇
当
日
参
加
﹈会

員
1
万
円
、非
会
員
1
万
２
０
０
０
円
、

認
知
症
の
人
ご
本
人
と
介
護
者

５
０
０
０
円（
お
支
払
い
方
法
は
現
金

の
み
）﹇
事
後
参
加
﹈会
員
1
万
円
、
非

会
員
1
万
２
０
０
０
円

問
第
27
回
日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
大

会
事
務
局

〒
１
６
２
‐
０
８
２
５

東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
4
‐
1
‐
1

オ
ザ
ワ
ビ
ル
2
Ｆ
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
内

☎
０
３
‐
５
２
０
６
‐
７
４
３
１

０
３
‐
５
２
０
６
‐
７
７
５
７

office@
ninchisyoucare.com

h
ttp

s://n
in

ch
isyo

u
care.co

m
/

taikai/27kai/index.htm
l
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